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ツ
イ
ン
カ
ム
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
Ｓ
Ａ
Ｅ
20

Ｗ
50
を
使
用
す
る
。
オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
位
置
と
規

定
量
は
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
自
分
で

オ
イ
ル
交
換
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
人
は
必
ず

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

エ
ン
ジ
ン
冷
間
時
は
正
確
な
油
量
は
測
定
で
き

な
い
。
エ
ン
ジ
ン
温
間
時
の
オ
イ
ル
量
点
検
は
、

車
体
を
水
平
な
と
こ
ろ
に
置
き
垂
直
に
保
つ
（
ダ
イ

ナ
系
は
サ
イ
ド
ス
タ
ン
ド
）。
デ
ィ
ッ
プ
ス
テ
ッ
ク

の
中
間
ぐ
ら
い
に
オ
イ
ル
が
つ
い
て
い
れ
ば
問
題

な
い
。
エ
ン
ジ
ン
が
冷
え
て
い
る
時
に
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ

マ
ー
ク
ま
で
オ
イ
ル
を
補
充
し
な
い
こ
と
。

オ
イ
ル
交
換
の
時
期
は
一
般
的
に
３
０
０
０
キ

ロ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
使
用
頻
度
に
よ
り
早
め

た
方
が
い
い
場
合
も
あ
る
。
逆
に
走
行
距
離
が
少

な
く
て
も
エ
ン
ジ
ン
の
中
で
オ
イ
ル
は
確
実
に
劣

化
し
て
い
る
の
で
、
最
低
で
も
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
に

１
回
の
交
換
は
行
う
よ
う
に
し
た
い
。
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◆
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
点
検

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
オ
イ
ル
は
ク
ラ
ッ
チ
方
式
の
変

更
（
乾
式
か
ら
湿
式
）
に
伴
い
、
'84
年
か
ら
採
用

さ
れ
、
そ
の
基
本
構
造
は
ツ
イ
ン
カ
ム
に
な
っ
て

も
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
オ
イ
ル
の
役
目
は
湿
式

ク
ラ
ッ
チ
の
潤
滑
が
主
で
あ
る
。

オ
イ
ル
の
規
定
量
の
点
検
は
、
丸
い
ダ
ー
ビ
ー

カ
バ
ー
を
外
し
て
行
う
。
車
体
を
垂
直
に
立
た
せ

た
状
態
で
、
オ
イ
ル
レ
ベ
ル
が
チ
ェ
ー
ン
ケ
ー
ス

の
底
に
見
え
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

交
換
時
期
は
７
０
０
０
〜
８
０
０
０
キ
ロ
走
行

で
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
交
換
２
回
に
対
し
１
回
の

割
合
で
や
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
使
用

頻
度
や
走
り
方
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。

オ
イ
ル
を
抜
く
ド
レ
ン
ボ
ル
ト
の
位
置
は
モ
デ

ル
に
よ
り
違
う
の
で
、
自
分
の
バ
イ
ク
は
ど
こ
に

あ
る
か
把
握
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。
オ
イ
ル
を
極

端
に
入
れ
す
ぎ
る
と
、
ク
ラ
ッ
チ
の
切
れ
が
悪
く

な
っ
た
り
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
出
し
づ
ら
く
な
る
。

◆
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
オ
イ
ル
の
点
検

sダイナ系のオイルタンク

ダイナ系のオイルタン
クはトランスミッショ
ンのケースと一体にな
っている。オイルキャ
ップを手で外すとディ
ップスティックがつい
ており、ウエスでオイ
ルを拭き、再度差し込
んでオイルの量を確認
する。オイルの量は足
りないのもいけないが、
入れすぎてもいけない。
ダイナ系はサイドスタ
ンドのままで行う。

５個のネジでとまって
いるダービーカバーを
外すとクラッチプレー
トが見える。プライマ
リーオイルはここから
注入する。量の確認は、
クラッチのプレッシャ
ープレートの縁（最下
部）までオイルが達し
ていれば良い。'04年
モデルからはパッキン
が入る溝がなく、平た
いパッキンに変更され
ている。

ディップスティックは
トランスミッションカ
バーに斜めに差し込む
かたちになるため、ゲ
ージにもオイルが斜め
に浸ってしまう。ゲー
ジにはＡとＦのライン
があり、この間にオイ
ルがついていれば規定
量はクリアしている。
多く入れすぎてしまう
とオイルシールなどか
らのオイル漏れの原因
になるので要注意だ。

クラッチレバーの遊び
の調整は、クラッチワ
イヤーのアジャスター
で行う。ゴムのジャバ
ラを上にずらすとアジ
ャスターナットが出て
くる。ラバーは破らな
いように十分注意する
こと。ロックナット
（9/16インチ）をスパ
ナで緩め、アジャスタ
ーナット（1/2インチ）
で調整する。

クラッチレバーの遊びの点検は、クラッチレバーとホルダーの隙間を測定して行う。フリーの
状態を０（ゼロ）として、指で軽く握った時に２～３ミリの隙間ができれば規定値内となる。

sソフテイル系のオイルタンク

ソフテイル系のオイル
タンクは馬蹄型と呼ば
れている。オイルの残
量はまずは目で確認。
そしてディップスティ
ックに付着しているオ
イルを拭き、キャップ
をオイルタンクにしっ
かりと差し込む。ゲー
ジの先端からFULLの
ラインの間までオイル
がついていれば規定量
となる。この作業は車
体を垂直にして行う。

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
イ
ル
の
交
換
は
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
オ
イ
ル
と
同
じ
く
、
基
本
的
に
７
０
０

０
〜
８
０
０
０
キ
ロ
の
走
行
で
行
い
た
い
。

ダ
イ
ナ
系
の
ド
レ
ン
ボ
ル
ト
の
位
置
は
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ケ
ー
ス
の
下
側
の
横
に
あ
り
、
比

較
的
簡
単
に
緩
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
ソ

フ
テ
イ
ル
モ
デ
ル
の
ド
レ
ン
ボ
ル
ト
は
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
真
下
、
つ
ま
り
２
本
の
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
間
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
長
め
の
６

角
レ
ン
チ
が
必
要
に
な
る
。

オ
イ
ル
交
換
の
手
順
は
エ
ン
ジ
ン
が
暖
ま
っ
た

状
態
で
車
体
を
水
平
に
し
、
ド
レ
ン
ボ
ル
ト
を
外

し
て
オ
イ
ル
を
抜
く
。
オ
イ
ル
は
時
間
を
か
け
て

し
っ
か
り
と
抜
き
き
る
こ
と
が
大
事
。

注
油
の
時
は
オ
イ
ル
を
一
気
に
注
ぐ
の
で
は
な

く
、
少
し
ず
つ
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。
焦
っ
て
入

れ
よ
う
と
す
る
と
給
油
口
か
ら
溢
れ
て
し
ま
う
。

最
後
は
ゲ
ー
ジ
に
て
規
定
量
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

◆
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
イ
ル
の
点
検

ク
ラ
ッ
チ
レ
バ
ー
は
ア
ク
セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
レ

バ
ー
同
様
、
走
行
中
頻
繁
に
作
動
さ
せ
る
た
め
、

常
に
気
を
使
っ
て
調
整
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い

た
い
部
分
で
あ
る
。
ク
ラ
ッ
チ
レ
バ
ー
の
遊
び
が

正
常
で
な
け
れ
ば
、
運
転
中
に
ク
ラ
ッ
チ
の
つ
な

が
り
方
や
切
れ
方
が
ぎ
こ
ち
な
く
感
じ
ら
れ
る
。

一
度
調
整
し
た
と
し
て
も
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
伸
び
や

ク
ラ
ッ
チ
自
体
の
問
題
で
レ
バ
ー
の
遊
び
は
変
わ

っ
て
く
る
の
で
、
調
整
は
最
低
で
も
１
年
に
１
回

は
行
い
た
い
。
人
に
よ
っ
て
は
遊
び
が
少
な
い
方

（
多
い
方
）
が
い
い
と
い
う
人
も
い
る
が
、
遊
び
を

増
や
す
と
ク
ラ
ッ
チ
の
切
れ
が
悪
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
ま
た
、
遊
び
が
少
な
く
な
る
と
ク
ラ
ッ
チ

が
滑
る
リ
ス
ク
が
増
え
る
。

社
外
の
ク
ラ
ッ
チ
レ
バ
ー
を
装
着
し
た
り
ク
ラ

ッ
チ
調
整
を
し
た
場
合
は
、
必
ず
レ
バ
ー
の
遊
び

調
整
も
同
時
に
行
い
た
い
。
ま
た
、
ク
ラ
ッ
チ
レ

バ
ー
の
可
動
部
分
へ
の
注
油
も
必
要
で
あ
る
。

◆
ク
ラ
ッ
チ
レ
バ
ー
の
遊
び
調
整

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
も

定
期
的
な
交
換
が
必
要

ツインカムになってオイルフィルターは
全車種共通のものになった。オイルフィ
ルターの交換はリップ（ゴムの部分）に
オイルを薄く塗り、フィルター内に半分
ほどオイルを入れてやる。交換時期はエ
ンジンオイル２回に対して１回が目安。

'04年以前のモデルは、ダービーカバーを外した時にパッキンが溝
にきちんと収まっているかを確認する。劣化している場合は即交換。

油面のチェック時は車体を水平にした状態で行う。ディップスティ
ックはねじ込まないでカバーのネジ穴に触れた時点で引き抜く。

トランスミッションはケース内の通路が細く、オイルが全体に行き
渡るまで時間がかかる。オイル注入は何回かに分けてゆっくりと。
また、異物の混入は絶対に避けるよう注意しなければいけない。

ジャバラの先端をタイラップで固定
すれば、防水効果はアップする。

ジャバラをつける前にシリコングリー
スを塗ることで水の侵入をより防ぐこ
とができる。ここに水が入るとクラッ
チワイヤーが錆びるだけでなく、ミッ
ションケースの中にまで水が達するの
で注意したい。グリスを塗ることでジ
ャバラの入りもスムーズになる。

アジャスターは指でまわすことができる。アジャスター
を縮めると遊びは増し、伸ばすと遊びは少なくなる。

トランスミッションオイルはカバーの給油口から注ぐ。６角レンチ
でフィラープラグを外すと、ディップスティックがついている。

エンジンオイルのドレンプラグの先
端には磁石が取り付けられており、
鉄粉などが付着しているのできれい
に洗浄する。ドレンボルトを締め込
む際はオーバートルクは厳禁。

ドレンボルトは先端が磁石になって
おり、鉄粉は洗浄する。ドレンボル
トはテーパーになっており、オーバ
ートルクは厳禁。オイルがにじむよ
うならシールテープを巻くと良い。

クラッチワイヤーのア
ジャスターでレバーの
遊び調整が効かない場
合は、クラッチ調整が
必要になる。センター
のアジャストスクリュ
ーで調整するのだが、
シビアな調整のため下
手すると壊してしまう
ので、プロに依頼する
ことをお勧めする。

ク
ラ
ッ
チ
の
調
整
は

プ
ロ
に
任
せ
る
べ
し

ディップスティック


